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御
所
存
と
叫
開
け
れ
ば
、
渠
は
殺
方
へ
数
年
出
入
し
、

度
々
勝
あ
る
邪

共
我
知
り
ぬ
。
自
然
の
都
あ
ら
ん
時
は
、
此
皮
の
恥
辱

E
Sん
と
て

必
宇
一
却
を
助
ペ
し
。
腹
切
事
は
下
手
な
れ
ど
も
鑓
失
事
は
名
人
山
。

一
一
向
石

E
拾
物
に
し
何
と
ぞ
政
人
を
召
抱
へ
ん
。

世
人
の
流
言
は
褒

~ ，、

帥出
K
申
渡
す
。

山腕
入
山
中
長
と
御
酬
刷
し
、早
LK
乗
物
K
取
梨
、何
方
と
も

な
く
退
た
り
。
群
来
の
人
は
一
度
陀
噛
と
笑
た
り
o
M
酬
に
世
上
の
笑

と
成
た
り。

出陣
人
不
胞
に
命
を
助
か
り
、
則
西
山
へ
隠
居
し
‘
恥
辱
と

や
思
ひ
け
ん
何
人
に
も
不
封
商
、
幽
開
削
し
て
日
を
遜
る
。
変
に
肥
前

く
制
禁
と
金
て
命
あ
る
所
医
、裁
人
追
腹
の
俄
上
聞
に
建
し
、
大
に
御

筑
色
損
じ
、若
相
背
く
な
ら
ば
貌
類
縁
者
悉
く
可
ν
被
ν
成
=
罪
科
-
と
‘大

を
紙
陀
て
包
た
る
を
指
、白
線
を
凶
方
陀
問問
り
、刊
山
中
に
凹
間
四
方
の

体
を
設
け
共
上
に
居
た
り
。
諸
候
大
夫
及
怒
友
知
音
よ
り
限
乞
の
使

者
貨
に
市
の
如
し
。
親
戚
の
却
前
後
左
右
へ
臨
ん
で
、
人
々
歪
不
在

始
め
け
れ
ば
頗
る
時
を
移
し
け
り
。
磁
人
数
益
の
献
酬
K
酔
出
で
、
前

後
も
不
知
打
臥
府
経
し
ぬ
。
見
物
の
諸
人
此
形
勢
を
見
大
民
総
吉
.

扱
A

臆
病
至
極
の
腹
切
や
、
か
絞
の
不
特
比
輿
の
人
と
も
不
知
.
進

A

市
部
り
ね
る
都
の
口
惜
さ
よ
と
.
間耳
LK
K
W
は
り
立
腕
る
も
の
ミ
多

か
り
し
。
然
成
へ
太
閤
の
上
使
掠
り
、
此
皮
秀
次
の
翁
に
殉
死
か
た

て
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棄
し
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を
椛
へ
拡
を
張

P
、
貨
に
m
脱
者
坊
の
如
し
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則
千
本
松

原
氏
て
殉
死
を
仰
す
。
白
彰
一
並
若
し
・
芭
蕉
布
の
以
羽
織
に
白
紙

の
長
袴
し
、
剃
髪
す
れ
ば
白
布
を
以
て
鉢
傘
し
・
一
尺
二
寸
の
刀
の
柄

可
槻
小

設
住
六

陀
殉
死
す
べ
し
と
て
、
格
中
裕
外
の
街
頭
に
札
を
立
た
り
。
賞
股
間
帯

任
と
.
言
を
鈍
し
て
被
招
け
れ
ど
も
終
陀
不
来
。
前
問
家
臣
等
云
秘

は
‘
君
は
鮒
人
の
笑
種
と
な
る
臆
病
者
の
磁
人
を
.

一
向
石
を
以
て

招
給
ふ
。
是
は
如
何
成
忠
信
に
候
哉
。
車
市
此
者
を
扶
持
し
給
は
"
、
品
、

是
に
十
倍
す
る
前
閉
殿
と
.
世
人
の
流
骨
口
可
祈
之
候
。
賊
陀
無
径
の

て
感
じ
給
ひ
、
京
て
使
者
を
以
て
n
正
非
と
も
可
被
会
候
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一
部
石
不

足
陀
候
哉
、
叉
所
存
と
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何
事
陀
候
哉
、
笠
の
事
あ
ら
ば
臨
川
監
陀
司

主
君
の
御
供
せ
ん
と
殉
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を
川
m
m
k
.
御
制
紫
の
上
使
来
る
。
全
く

命
を
怯
む
陀
あ
ら
宇
。
君
命
を
霊
ん
じ
殉
死
を
止
た
り
o
Mm
陀
世
人
訣

て
某
を
笑
ふ
。
是
故
再
び
世
人
民
而
を
不
向
と
脊
て
致
幽
居
也
。
共

上
わ
が
や
'
る
旨
も
候
へ
は
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可
有
仰
高
ん
と
中
切
て
不
知
合
。
利
長
愈
以

を
扶
持
せ
ん
と
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則
使
者
を
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し
、
一
向
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を
以
て
招
か
れ
け
れ
ど
も

許
容
せ
ヂ
。
使
者
に
答
て
目。

肥
前
段
の
御
心
入
減
足
す
。
乍
然
共

守
前
悶
利
長
此
耐
を
附
て
目
。
彼
は
武
男
の
者
也
。
然
K
殉
死
を
仕

鈎
じ
、世
人
の
笑
種
と
成
事
の
不
審
さ
よ
。
某
所
存
あ
れ
ば
何
と
ぞ
梁
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